国際連携2021-5-02

2021年度第4回国際連携タスクフォース 議事録(案)




　
 国連CEFACT日本委員会 一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会

１．開催日時　：　2021年12月21日（火）13:30～15:00
２．開催場所　：　オンライン会議（ZOOM）
３．出 席 者　： （順不同・敬称略）　
特別会員　　清友　大造
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　幸田　周平
　一般財団法人日本貿易関係手続簡易化協会
特別会員　　兼子　邦彦
　一般社団法人SCCCリアルタイム経営推進協議会
幹事会員　　香坂　真人 　 株式会社JSOL
幹事会員　　杉山　恒司　　株式会社ウフル
幹事会員　　高橋　一裕　　日本電気株式会社

正　会員　　猪股　洋二　　パティオシステムズ株式会社
正　会員　　惣代　和明　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　森　　安代　　NECソリューションイノベータ株式会社
正　会員　　松本　尚也　　豊田通商株式会社
正　会員　　舘野　裕子　　豊田通商株式会社
賛助会員    野田　和巳  　特定非営利活動法人ITコーディネータ協会
賛助会員　　鈴木　耀夫　　NPO法人観光情報流通機構

事 務 局　　菅又　久直　　一般社団法人サプライチェーン情報基盤研究会  
出席者14名
４．議事概要　
2021年度第4回国際連携タスクフォースは、以下の議事を実施した。（資料：国際連携2021-4-01第4回国際連携タスクフォース議事次第）
４－１．2021年度第3回国際連携タスクフォース議事録確認
　資料に基づき2021年度第3回合同タスクフォース議事録（案）の概要説明があり、異議なく確認された。
（資料：国際連携2021-4-02 2021年度第3回国際連携タスクフォース議事録案）
４－２．国連CEFACTプロジェクト進捗報告
　事務局より資料に基き、最近の国連CEFACTプロジェクトの進捗状況につき報告が行われた。
（資料：国際連携2021-4-03(1) 電子交渉データモデル）
（資料：国際連携2021-4-03(2) 電子交渉サブミッション）
（資料：国際連携2021-4-04　API化プロジェクト報告）
（資料：国際連携2021-4-05(1)　IoT-TF-WP-PublicReview）
（資料：国際連携2021-4-05(2)　BRS-Inter-LedgerPrefCoOProject-PublicReview）
（資料：国際連携2021-4-05(3)  OpenFinanceWhitePaper-PublicReview）
（資料：国際連携2021-4-05(4)　AI in Trade Facilitation_ProjectProposal）
· 電子交渉プロジェクト
電子交渉BRSは公開レビューが完了し、既に国連CEFACTにより公開済。
BRSに基づき必要な情報項目（BIE）を国連CEFACT共通辞書（CCL）に登録するためのサブミッション・ドラフトを紹介し意見を求めた。

· API化プロジェクト
国連CEFACT標準のAPI化のため、第1ステップとして情報項目をJSONスキーマとして定義するための設計ルール（NDR: Naming and Design Rule）の策定が開始されている。
· IoT for Trade Facilitation白書公開レビュー
現在、公開レビュー中の貿易円滑化のためのIoT白書につき紹介。白書には次の項目が記載されている。
· IoTデバイスと技術
· IoTの通信と接続性
· IoT管理とセキュリティ
· IoT補完技術（AIとブロックチェーン）
· IoTとサプライチェーン
· IoTと行政サービス

· IoTに関わる法制度の課題
· 特恵関税原産地証明BRS公開レビュー
現在、公開レビュー中の特恵関税原産地証明（Prefererntial Certificate of Origin）のBRSにつき紹介。BRSには次の項目が定義されている。
· ビジネス要件リスト
· ユースケース（輸出手続、輸入手続）
· ビジネスプロセス（シーケンス図）
· データモデル（クラス図）
· 情報項目定義（BIE一覧）

· Open Finance白書公開レビュー
現在、公開レビュー中のOpen Finance白書につき紹介。白書には次の項目が記載されている。
· 欧州におけるOpen Bankingの状況
· Fintechの定義
· Open Financeとは何か
· 貿易円滑化を支援するOpen Finance

· Account Information and Payment Initiation Service
· Check IBAN

· Request to Pay

· The Legal Entity Identifier (LEI)

· Trade Finance

· Buy Now Pay Later

· PA Certificate

· Instant Insurance Service

· Risk Rating Service

· Securitization
· 政策策定者への提言

· AI for Trade Facilitationプロジェクト提案
インドのeDataグループより提案された「貿易円滑化のためのAI」白書プロイジェクトの紹介。
· 目的：貿易円滑化のけるAIの役割を調査し、AIが貿易プロセスでどのように使われ、そしてその課題について明らかにする。
· 範囲：貿易手続におけるセキュアなデータ・フローを次の観点から整理する。
· AI技術が貿易手続において、プライバシー保護、貿易政策、電子商取引及び決済支払などでどのように使用されるか。
· 現在の国連CEFACT成果物がAI業務でどのように使われるか。
· 将来のAIによる貿易円滑化プロセスにおいて、国連CEFACT標準をどう改訂するか、またはどのような新規の成果物が考えられるか。
· 期間：1年
４－３．ISO TC154国内審議会
　事務局より資料に基き、ISO TC154の作業グループ状況及び国内審議会の対応につき報告が行われた。
（資料：国際連携2021-4-06 ISO TC154国内審議会体制）
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委員長

中島 毅:芝浦工業大学

アドバイザリ・グループ

佐藤 雅史、菅又 久直、宮崎 一哉、

宮地 直人、政本 廣志

事務局：JNSA

日本ネットワークセキュリティ協会

WG6作業グループ

担当：WG6

主査：佐藤 雅史（セコム）

EDI作業グループ

担当：JWG1, WG7, JWG8

主査：菅又 久直（SIPS）


· EDI作業グループの現状のテーマ：
· ISO9735-10（EDIFACTサービスコード）の編集
· 電子ビジネスのための企業モデルパターン（DIS 5054-1）最終投票
· ebXMLレジストリ・リポジトリ（ISO 15000-3）ファーストトラック提案
· 物流情報サービスプロバイダー間のデータ交換標準（ISO 23355）投票中
· ブロックチェーンによる電子B/L（船荷証券）の実装標準化（NP5909）再定案

· WG6作業グループの現状のテーマ：
· CAdES (CMS Advanced Electronic Signatures)高度電子署名に対応するために行ったCMS(暗号メッセージ構文)形式のデジタル署名の改訂
· PDF用長期電子署名PAdES (PDF Advanced Electronic Signatures) の改訂
· 電子文書のコミュニケーション・プラットフォームとしてブロックチェーンを使用するためのガイドライン（PWI TR 19626）プロジェクトの提案審査
４－５．AFACT会議報告
事務局より、11月8日にオンラインで開催された2021年AFACT会議についての報告が行われた。
　（資料：国際連携2021-4-07 AFACT会議報告）
· 出席者：日本、台湾、マレーシア、インドの4カ国及び国連ESCAP

· カントリーレポート：中華台北及び日本からの報告が行われた。
· プロジェクト提案：日本より次の２つのプロジェクトを提案し了承された。
· ブロックチェーン・ベースの貿易プラットフォーム間連携のための調査プロジェクト
· 交渉の電子化促進のためのユースケース及び交渉を処理する技術（AI等）についての調査プロジェクト
· 2022年ホスト国：日本

· AFACT会議開催時期：6月（オンライン開催）、11月（開催方法、場所未定）

· Annual Report：2022年には年報を発行する。

· 常設事務局：AFACTの常設事務局がイランから中華台北に移行。
４－６．次回予定
第5回国際連携タスクフォースは、国連CEFACTのAPIプロジェクトの進捗及びISO TC154/WG7の進捗を鑑み、2022年2月25日（金）13:30～15:00に開催を予定する。
以 上
　
配布資料：
国際連携2021-3-01　第3回国際連携タスクフォース議事次第
国際連携2021-3-02　第2回国際連携タスクフォース議事録案
国際連携2021-3-03(1)  国連CEFACTフォーラム報告

国際連携2021-3-03(2)　電子交渉プロジェクト報告

国際連携2021-3-03(3)　API化プロジェクト報告
国際連携2021-3-04　ISO TC154総会報告

国際連携2021-3-05　JASTPRO & SIPS合同セミナ報告
国際連携2021-3-06　AFACT会議議事予定
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